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統 計 数 理 研 究 第2巻 第1貌

會 報

緬集會議記録

編集準備會議

臼時 昭和22年10月18日(土)1400-1600

鳩所 東京都千代田区 神田紳保町学 術団書出版紅緬

接室 璽

出 麿 者

'河田 龍夫君 壌山元三郎君 佐藤良一郎君

菱 沼 從 弄 言 坂元 李 八君 魚 返 正君

白石 一誠君 遠藤 健 見君 小 川潤家郎君

河田 瓠義君

鑑'事

L読 計欽理研 究再刊の構 想について

白石一誠 君 より椿想 案の説明あ り全員了解

2・ 衣 鳳線食駕催迄 の臨時編 集部 役員設置め件協叢

3・ 投 稿撹 定案槍討

第一回編集會議

H時 昭和22年10月28日(火)1000-1400

場斯 東京都文京区高田若松町 統計激理研究所

出 席 者

北川 嬢勇君 河田 龍夫君 堵山完三蔀君

佐藤良一郎君 丸山儀四郎君 魚返 正君

小川潤i丈郎君 計河田 敬義君 白石 一該君

遠藤 健見君

鍾 事

1・ 投稿規定の審議決定

その内容は本誌に掲載してある通り

2.第 二春第一號原稿募集の件

〆切を12月15日 として計繋に基き募集を開

始する

3・ 統計激理研究再刊準備委員會結放の件

委員長 北川敏男君

委員 佐藤良一郎君 河田龍夫君 堀山元三郎

君 丸山穣四郎君 河田敬義君 魚返正君 坂

元平八君 小川潤次郎君 白石一誠君

事郵室(長)自 石一誠君 遠藤漣見君

以上 の羅威 を以つ て壇足す ることに決定

臨時編集部役員 代行の件

ヲk同総曾迄 その職 務 を行 う役員を衣 の通 りに決

定

編 集理事 北川敏 男君 墳山元三郎君 河 田龍.

夫 君その他は北 川委員長に一任。獺 レフ、エ リー

システムを採用 す る。

編 渠部事瘍委 員(事 務 長)白 石←誠 君 小川 潤

次郎君 蓮藤健 見君 内田良男君

第二回編集會議

6時 語 和22年rz月20日(土)1590-1730

讐 断 東 京都丈京匿 高田老松 町 読 計勲理研穽所

出 露 者

理 事 北、!傲舅君 暗山元 三郎君.河 田龍夫 君

委 員(編 集事務)日 石一誠君 小川潤次郎君 遽藤

健 見君 内田良勇君

鍛 事

1.第 二巷第一號 に掲載す る原稿 の選揮審叢姓びに

レフエ リー依頓 の件等決定

2.明 年四月開催 の縛會 の件協議決定

白石事務長提出 の原案承認。後丈の案 内 を参照

せ られたい。

3.第 二號の権想 姓 に原積依輯の件協議

一會 報記事絡了一

(備 考)會 摂出席者 氏名の順 序は不獅

統計科學研究會第三回総會案内

8時 昭 和23年5月27;日(木)1000-1500

同28日(金)C900-1500

鶏所 東京大學理學部二號館大講堂(豫 定)

日種

5月

27日

午前 研究硬表拉びに討論

午後 総會(役 員改選,新入臼員承認,事業計

聲承認等)

ク刻より 懇親會(會 場は読計数理厨究所の

豫定)

一5月28日 干前 ・午 長 研 究製表蚊び に討論



會 報

備考

1.研 究饗表は代讃 を認め ますか ら,出 席出來 ない

方 ほ原稿 を御邊附 下されぽ投員 の方で御坂計致

します。

2.役 員改選については郵邊投票が認め られ てい ま

す。

3.研 究蜜表希望 者は5月17日 迄に到着す る擦 下

記へ御申込下 さい。

東京 那世田 谷区三軒茶屋 町10番 卑

読計数埋研究所内

統計科學研究会総会 準 備 委員宛

4.整 會 プロ グラム拉ひに會員名簿ほ當 日臼場 受附

にて差上げ ます 。

5.墾 親會出席希望者は5月'25日 迄に前記準備

委員宛御 申込下 さい

投 稿 規 定

1・ 投 稿者 は會 員に限 り且 つ原稿 は邦文を 原則 とナ る・ 邦 文原悟には400字 詰原稿用紙 を使罵す る・.但し

原薯の性 質を幣びた論文には歓文抄録原稿 を附加 しその質敷は励 り上げ1頁 以 内 とする。欧 文原稿には市教 の

タ イプ用紙 を用 い タイプ打 とす ること。

2・ 厚 稿の種類 は論述 ・寄書・批 評紹 介・報 告の4種 類 とする・ ・

3.論 述は1同40枚 以内,寄 書 は1件10枚 以内,そ の他 は1件5枚 以内 とする 、

4.論 述,寄 書並びに原著の性 質をおびた報文の扱刷は30部 迄無料 とす る。 その他は豫 め串込 のあ る場合

に限つて印刷ナろ。無凝印刷超 過の命 の印刷費は著者の負控 とする。

5.挿 測は所要印刷面の割合で原稿頁卿 こ加算する・隅の大 きさ及び位置は著者に於て指定ナ るこ と◎

6.印 馴 の校正は編集部役 員に一任す るこ と.

7.原 稿 の採否は編 集部理事 に一任す ること。5ζ内容 の癸更 を求め ることがある・ 採用 原摘には原稿料 一re

す る。

8。 蛋行は毎偶数 月 とす る。

9.原 稲 の途附先は 「東京都世田 谷匿三将茶屋町10贋`統 計数理研 究"湿 集部」Jとす る。

ぞ3.寄 稿にっい ζの注意事項 ●
!
.の 表題腹裁.'

1)表 題,蓑 者名,研 究場風 講演場所 日附及び論文受理H附 の書オは 家 の例 に依 る。ノ但 し受理 日附は記入.

しない こと。又講演を していない ときほ室け てお くこと。

小 標 本の 理 論

正規分布に闘する統計的仮説検定法

北川敏 男

九州大學理学部数學激室

昭和20年10月30日 統 糾研年會講演
昭和21年11月 ■9受 理.

2)表 題が18享 以上に亙 るときはヘ ツディ ングを指定するこ と。

3)原 稿 には各葉に頁数 を附 し,原 稿 の副本を瀦 の手 もとに保 存する こと。

(2)本 交

1)文 章 は意昧の明確 さを失わない限度で極力簡潔に し充分推戴 の上邦文は搭書 とし厭文 はタイプMと する

こと。

2)邦 文は平 がな まじ り横書 とし新 かなつかい を用い,術 語は本 含所定の もの(未 定の ときは 原語)を 使用

す ること。 タイプ ラィテ ングは1行 つつ閻隔 をあけ横は約65字 とす る。.

3)文 中 ゴチツクを要す る{固所 にに 一(朱 書)4タyツ クを要す る個所には 一(朱 書、 ゴチ ツYMタ
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リ ツクを 要 す る個 所 に は ≦=≧(朱 書)を 附 け る 。 撤 式 及 び記 號 中特 に立 饅 とす ぺ き文 字 は 一(朱 書)で 園 む

こ と.ラ テ ン文 字 以 外 を特 に使 用 す る 場 合 は 指定(朱 書)す る こ と。 な 淵 印 刷す べ き本 文 以 外 の 指 定 や注 意 書

は す ぺ て 朱 書 ナ る亡 と.

4)扶 の誤 り易 い 文字 に特 に 注 意 す る こ と(特 に 添 字 は分 り易 く)。

Ct--a,c--C',x-k-K,1-1,n--n,o--O-O,Y-一 ア,s-8,T99,v-・-v一 γ3wrtt:・ 一一;V・

x--7-x,η 一一y・

,イ ブ 打 の と きは0と1と は夫 々そ の使 い分 け を 指 定 す る こ と・

5)激 式 は印 刷 に便 利 で あ るよ うに 注意 し文 中 に 挿 入す ろ と きはa/b,exp(一 一t!i2)・と云 うよ うに し"-t!12r'

は(-t2i2)6?と 一ttl(261)と を区 別す る こ ヒ。

(3)圖 版

1)・rait墨 で明瞭に かき,直 ちに凸版に出來 るよ うにす ること。製版の上 は修正不能。

2)圖 の挿入個所は原稿中に鹸白を とつ て明瞭に指定 し,読 明等 週外に印燗 する ものけ 上記飴白に本文 と同
ノ

橡 に 明記 す る こ と.

3)瓢,表 に は それ ぞれ 算 用 数字 で 通 し番 號 をら け 引用 は 番 號 を以 て す るこ と。 凶 の 番 號 は 蜀 の 下,表 の番

號 は衷 の 上 に 紀 入す る こ と(例 え ば第2圖,第3表 の 要 領).

(4)脚 誌 引用

1)引 用 は 一論文 に つ き通 し番 號(琢2}・ ・… を用 い る)と し論 文 の 末 尾 に 一 揺 す る こ と。

文 獣 の 書 方 は 衣 の 例 に よ るo.

北 川 紋 男:函 合 度 搬 査 とZ2一 分 布,統 計 致 理 研 究,第1巻 箏2號(昭 和17年);S3・77

」.Neytnan:.Outiineofatheoryotestimation,Phil.Trans.RoyalSoc.,ム236(1937),333-380

伊 喪 清:確 季論 の 基礎,岩 波 書店,東 京,昭 和19年

L.vonBortkiewic2:DieIterationen,JuliusSprinSer,Berlin,1917

2)特 に 脚 註 の 必 要 あ る場 合には 本 文 の 下 に 横 線 を引 き そ の下 に 記 入す る。 紀 號 は1)22)… … を 使 用 す る

こ とo

入会 案内

本臼へ入會を希望される方はその旨編集部事務室(宛 先は下記)に 御一報下されば直ちに入會申込書を送附

致しますから所定の事項を記入の上御返送下さい。入會の御取計を致します.入会 金及び会費等は入会決定後

御携込下きい ・

会費を納入された会員には本誌を直接送付 致します。その他種々の御通知御連絡も編集部事務室から謝

豫定です.

宛 先………東京都世田谷区三軒茶屋町10

統計数理研究所内 「統計数理研究」編集部事務室


